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本講義の内容

・医薬品情報とは

・医薬品情報の入手方法について

・実際の情報ツールを活用してみよう

・自分に必要な医薬品情報とは



などなど・・・

添付文書

インタビューフォーム

今日の治療薬とか・・・

各種ガイドライン

X、Instagram？



情報量は膨大であり、情報の信頼性のみならず、

所属医療機関の特性や情報を適用する患者(または患者集団)

への情報の適合性や必要性等を勘案して取捨選択し、

効率よく収集する必要がある。

情報源は信頼性の高いものを選択して使用し、収集した情報は

専門的評価を行わなければならない。

一般社団法人 日本病院薬剤師会 医薬品情報業務の進め方2018より抜粋



医薬品情報の分類



添付文書

• 医薬品情報としては唯一の法的根拠のある公的文書

• 有効性・安全性・品質を確保するために必要な情報を提供する

基本的手段

• 記載要項によって様式、記載項目などが規定されている



インタビューフォーム（IF）

IFは添付文書等の情報を補完し，薬剤師等の医療従事者にとって

日常業務に必要な

• 医薬品の品質管理のための情報

• 処方設計のための情報

• 調剤のための情報

• 医薬品の適正使用のための情報

• 薬学的な患者ケアのための情報

等が集約された総合的な個別の医薬品解説書



インタビューフォームの活用

• 薬効薬理の項目では、作用部位・作用機序などの情報が詳細

に記載

• 臨床データパッケージ

• 安定性試験

• 特定患者に関する情報

• 海外での使用状況

• 輸液容器の予備容量が明示されている



インタビューフォーム
オススメ活用法

インタビューフォームの「開発の経緯」に注目！

その薬の薬効はもちろんのこと、何を期待されて開発されてきたか、

その薬の製剤特徴など1ページで様々な情報が得られます。

時間あるときや、安定性を調べる機会に見てみてください！



例） リフヌア錠では…



緊急安全性情報・安全性速報
（イエローレター・ブルーレター）



医薬品リスク管理計画（RMP）

医薬品のリスク（副作用）を最小化することを目的に作られる計画書

医薬品の「開発」「審査」「市販後」まで一貫したリスク管理を、ひとつの文書に分か

り易くまとめ、調査・試験やリスクを低減するための取り組みの進捗に合わせて、ま

たは、定期的に確実に評価が行われるようにするものです。





RMP資材
による
情報提供

有害事象
発生時の
報告





医薬品集（書籍）

• 日本医薬品集 Drug in Japan 

• 今日の治療薬

• ポケット医薬品集

• 医薬品集専用アプリ

• Drugs in Pregnancy and Lactation 

• 妊娠と授乳

• 各種ガイドライン

• 薬がみえる



インターネットサイト

•厚生労働省ホームページ

•PMDAホームページ

•日本薬剤師会ホームページ

•日本病院薬剤師会ホームページ

•医療従事者専用総合サイト

（SAFE-DI m3.com おくすり110番）

•海外のサイト / Drugs.com 

•沖縄県薬剤師会ホームページ



沖縄県薬剤師会ホームページ（会員ページ）







適応外使用について



海外のお薬がやってきたら・・・

沖縄は米軍基地があるという土地柄、海外のお薬を持参し

てくるケースがたまにあります。

医師から持参薬識別（鑑別）を依頼された時、何を参考にし

ますか？



DRUGS.COMを使ってみよう！



Ｖ錠剤のコードは？

Ｖ何色？

Ｖ形は？



このお薬ってドーピングになりますか？

世界的な大会だけではなく、国民スポーツ大会（国体）においても

ドーピング検査が導入されています。40を超える競技があり、高校

生から社会人が出場するため、対象となる人数は多くいることが

想像されます。

もしかしたら、患者さんやその家族が国体選手かも？

相談されたらどうしたら・・・？



日本アンチ・ドーピング機構（JADA）を

ご存じですか？

こちらのホームページから調べることができます。



日本アンチ・ドーピング機構（JADA）



検索
結果



β1が遮断されることで
心拍数が落ち、落ち着い
た状況でプレーすることが
できます。そのためアーチェ
リーや射撃、ダーツなどの
一部の競技に関してのみ
禁止となっています。







• 自分の職場の特徴を考えてみましょう！

自分にはどんな医薬品情報が必要？

病院薬剤師ならば・・・

・400床以上の総合病院です

・精神科中心の病院です

・産科・婦人科の病院です

調剤薬局薬剤師ならば・・・

・総合病院の門前薬局です

・小児科クリニックの門前です

・店舗展開をしている薬局で、複数店舗に応援に行くこともあります



私の場合・・・
総合病院（内科、透析、眼科、皮膚科等）の門前
高齢者施設・在宅訪問

透析の方に臨時処方で、容量
の調節が必要な薬がそのまま出

されてしまうかもしれない…

高齢者に対する多剤併用
に関する注意が必要だ！
嚥下に不安のある方もい
るから、粉砕や簡易懸濁
できるかも確認しておこう

皮膚科は外用薬の塗り方の質
問が多そう。配合変化に注意
が必要なものもあるかな・・・

患者宅での薬の保管が、
適切な環境で行われているか

目薬が複数ある時に
使う順番や間隔は

指定されていないかな



• 多種多様な医薬品情報の特性を知り、用途に応じて

使い分けよう

• 添付文書、ＩＦ、ＲＭＰを使いこなそう

• 信頼できる検索ツールを使いこなして、賢く素早く対応

しよう

• 自分に必要な医薬品情報はどんなものか、あらかじめ

把握しておこう

• 情報は常に更新していこう

本講義のまとめ



ご清聴ありがとうございました


